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1. 準備するもの

1.1. Intel CPUのパソコン

「Linux USB」を使うには、Intelの CPUのパソコンが必要です。

インストールされているOSは使わないのでWindowsでもMacでも関係ありません。



以下に述べるように、家系図ファイルを⼊れたもうひとつの USBメモリを使うので、空いている USB
ポートが 2個必要です。

1.2. USBメモリ

「Linux USB」は、Linux起動専⽤として使い、家系図ファイルは⼊れないようにします。

家系図で使うファイルは「Linux USB」とは別のUSBメモリでパソコンに接続します。

そのため、「Linux USB」とは別の USBメモリが必要です。

2. 「Linux USB」でできることとできないこと

2.1. 「Linux USB」の 2つのメリット

2.1.1.家系図作成ソフトが確実に起動する

家系図作成ソフトとして使うマインドマップソフト FreeMindは、パソコン（Windows, Mac）にイン
ストールして使います。
スマホ（iOS, Android）版はありません。

パソコンは、現在ではスマホにくらべてあまり使われないデバイスとなっています。
家系図を作りたいとお考えの⽅でも、FreeMindをインストールして使えるパソコンのない環境の⽅も
あるでしょう。

家系図の「更新」は、それほど頻繁に発⽣するものではありません。
できあがった家系図に多少の修正を加えたい場合や、死亡や⽣誕などを追記したい場合が考えられま
すが、毎⽇使うものではありません。

そのような場合に、インストールするのは好ましくないが、パソコン⾃体は借りて使うことができる
かもしれません。

「Linux USB」は、パソコンのハードは使いますが、そこのインストールされているWindowsやMac
は起動させません。
パソコンの CPUやメモリだけを借りて使うというイメージです。

また、どんなソフトでもそうですが、将来のWindowsや Macに、現在の FreeMindがインストール
できて、正常に動作するかはやってみなければわからいところです。

そのような場合にも、パソコンの CPUやメモリだけを借りて、確実に FreeMindが動作する Linuxを
USBから起動させて使うことができます。



家系図の更新が発⽣する死亡や⽣誕は、何年先のことかわかりません。
また家系図の更新は、何⽇も毎⽇作業するようなものではありません。
このような性質から、パソコンのハードだけを借りて家系図の更新ができる環境をUSBで持っている
と安⼼です。

2.1.2.家系図の更新から PDF作成まで USBで完結できる

USBで提供する Linuxは、LinuxディストリビューションであるUbuntuです。
Ubuntuには、FreeMindとともに SVG, PDFを扱える Inkscapeがインストールされています。

そのため、FreeMindで家系図を更新し、PDFを作成し、A4・1枚で実際の印刷を確認するまで、USB
だけで完結できます。

2.2. 「Linux USB」のできないこと

関連年表は Excelで作成しています。
⽣年⽉⽇と死亡⽇を⼊⼒すると、セルのすべてが⾃動⼊⼒されるようになっています。

「Linux USB」には表計算ソフトとして LibreOffice Calcがインストールされていますが、関連年表
の Excelファイルを開くと⾃動⼊⼒が動作しないためセルはエラー表⽰となります。

また、カスタム⽤紙の PDFを作成するソフトが Linux環境ではまだ⾒つけていません。

インターネット接続環境ならブラウザの Firefox が使えるので、フリーのオンライン Excel が使えま
すが、こちらも Excelファイルの⾃動⼊⼒が動作しません。

⾃動⼊⼒を削除した⽂字列だけの Excel ファイルにすれば修正できますが、罫線の点線が実線になり
ます。

また、オンライン Excelの PDF作成にも、カスタム⽤紙はありません。

以上のように、「Linux USB」は関連年表の更新には適しません。
関連年表の更新は、Excel 2013以降がインストールされている Windows または Macが必要となり
ます。

PDF作成まで考えると、Macではカスタム⽤紙の PDF 作成ソフトを⾒つけていないので、Windows
での更新がいいでしょう。

3. 「Linux USB」起動⽅法



3.1. Windowsパソコン

l パソコンの電源を⼊れたとき、Windowsが起動する前にマザーボードが持つ各種設定画⾯（BIOS
や UEFIとよばれるソフト）を起動させるために、どのキーを押せばいいかがチラリと出るので、
それを覚えておきます。
ほとんどのパソコンは［F2］か［Del］キーです。

BIOS画⾯を出すときに使うキーの表⽰

l もう⼀度パソコンの電源をいれるときに、電源を⼊れたら、上で⾒たキーをすぐに押します。

l 下の図のような BIOS画⾯が出ます。

マザーボードが持つ各種設定画⾯（メーカーによって画⾯は異なります）

l BIOS 画⾯には起動させるドライブを選択するメニューを表⽰する［Boot Menu］に相当するメ
ニューが必ずどこかにあるので、そこで USBを差すまえにはどのようなドライブが接続されてい
るかを確認します。
接続されているドライブがたくさんあれば、スマホで写真を撮っておけばいいでしょう。

［Boot Menu］ボタン

接続されているドライブの表⽰



l ⼀度電源を切り、「Linux USB」を差して電源をいれます。

l 前回同様にすぐに［F2］を押して BIOS画⾯の［Boot Menu］を⾒ます。
前回よりひとつドライブが増えているはずです。
それが「Linux USB」なので、それを指定するとWindowsではなく「Linux USB」が起動しま
す。

「Linux USB」を表す起動ドライブ名（名前はUSBのメーカーによって異なります）

3.2. Mac

l USB Linuxを差して、［Option］キーを押しながら電源ボタンを押します。

l 起動させるドライブが表⽰されるので、USB（下の図だと「EFI Boot」）を選択します。

（画像出典︓3分以内にMacBookAirでUSBから Linux Ubuntuを起動する⽅法 - Do-you-linux!?）

3.3. Ubuntu起動

l 「Linux USB」から起動すると下の図のような画⾯が出ます。

Ubuntu起動時のメニュー画⾯

このまま［Enter］キーを押してもいいし、押さなくてもすぐにUbuntuが起動します。

l 「ubuntu」ロゴの画⾯となります。



「ubuntu」ロゴ画⾯

l そのまま待つと、下の図のような Ubuntuのデスクトップが起動します。

Ubuntuデスクトップ

4. Ubuntuの操作⽅法

4.1. 家系図更新で使うソフト

準備した家系図のファイルを⼊れたUSBメモリは、先に差しておいても、Ubuntuが起動してから差
してもどちらでもかまいません。

家系図の更新で使うソフトは以下の 3つです。

l ファイル
ファイルのコピーや移動で使うWindowsでいうエクスプローラにあたるソフトです。

l FreeMind
家系図のオリジナルソフトです。

l Inkscape
Ubuntu では FreeMind から直接カスタム⽤紙の PDF を作成するソフトがないので、FreeMind



からいったん SVGにエクスポートし、Inkscapeで SVGを PDFにします。

これら 3つのソフトは、下の図のように、すべてインストール済みです。

Ubuntuにインストールされている家系図更新に使うソフト

パソコンがインターネットに接続されていれば Firefox も使えますので、わからないことがあれば調
べることができます。

4.2. ファイル操作

［ファイル］ソフトで、ファイルやフォルダのコピーや移動ができます。

家系図マインドマップ更新の場合は、以下の流れで家系図ファイルをコピーまたは移動します。

l 家系図のファイルを、USBメモリから ubuntuの［ドキュメント］フォルダにコピーまたは移動
して家系図を更新

l 家系図更新後、家系図ファイルを ubuntuの［ドキュメント］フォルダからUSBにコピーまたは
移動

4.3. ⽇本語⼊⼒

Ubuntuで⽇本語⼊⼒するには、まず



l 画⾯右上の［ja▼］をクリックし

Inkscape画⾯右上のメニュー

l ［⽇本語（Mozc）］を選択

l ［⼊⼒モード（あ）］をクリックし［ひらがな］を選択

⽇本語（Mozc）は「⽇本語⼊⼒のできる⽇本語配列キーボード」のことです。

「ひらがな・漢字」と「半⾓英数字」の切り替えは、

l Windows⽇本語キーボード
［⽇本語（Mozc）］の状態のまま［半⾓/全⾓］キーで切り替わります。
または、［Windows］キー + ［スペース］キーで［⽇本語（Mozc）］と［⽇本語 ja］を切り替え
ることで「ひらがな・漢字」と「半⾓英数字」の切り替えができます。

l Windows英語キーボード
［半⾓/全⾓］キーがないので、［Windows］キー + ［スペース］キーで［⽇本語（Mozc）］と
［⽇本語 ja］を切り替えることで「ひらがな・漢字」と「半⾓英数字」の切り替えができます。

l Macの Appleキーボード
［Command］キー + ［スペース］キーで［⽇本語（Mozc）］と［⽇本語 ja］を切り替えるこ
とで「ひらがな・漢字」と「半⾓英数字」をの切り替えができます（未確認）。

4.4. ⼊⼒できない記号

USBの Ubuntuのキーボード配列は、下の図のようになっています。
実際に使っているキーボード配列と異なる場合は、記号の⼊⼒などでは注意してください。



USBのUbuntuのキーボード配列

このキーボード配列では「_（半⾓アンダーバー）」「\（半⾓バックスラッシュ）」「|（半⾓パイプ）」の
キーがありません。
家系図マインドマップではあまり使うこともありませんが、単語登録してあります。

l 「_（半⾓アンダーバー）」は「アンダーバー」と⼊⼒すると変換候補に出ます
l 「\（半⾓バックスラッシュ）」は「バックスラッシュ」と⼊⼒すると変換候補に出ます
l 「|（半⾓パイプ）」は「パイプ」と⼊⼒すると変換候補に出ます

5. 家系図マインドマップの更新

5.1. 家系図のファイルを［ドキュメント］フォルダーにコピー

l Ubuntuの［ファイル］ソフトで家系図のファイルを USBメモリから［ドキュメント］フォルダ
にコピーします。
USBメモリの「安倍晋三関連家系図」フォルダに、「安倍晋三関連家系図」の FreeMindファイル
と顔写真のファイルが⼊っているとします。



USBメモリの「安倍晋三関連家系図」フォルダを［ドキュメント］へコピー

5.2. 家系図マインドマップの更新

l FreeMindを起動する。

l FreeMindの［ファイル］［開く］で［ドキュメント］［安倍晋三関連家系図］フォルダの「安倍晋
三関連家系図.mm」を開きます。

FreeMind［ファイル］［開く］ダイアログ



l FreeMindで下の図のように「安倍晋三関連家系図」が開くので、必要な更新を⾏います。

FreeMindで開いた「安倍晋三関連家系図」

5.3. 家系図マインドマップ PDFの作成

l FreeMind の［ファイル］［エクスポート］［SVG として］で SVG ファイルとして書き出します。

FreeMindで SVGファイルとしてエクスポート

l Inkscapeを起動し、家系図のエクスポートした SVGファイルを開きます。



Inkscapeで家系図の SVGファイルを開く

l Inkscapeの［ファイル］［ドキュメントのプロパティ］を開き、［カスタムサイズ］［単位］を「cm」
にします。

Inkscape［ドキュメントのプロパティ］修正前



l ［幅］73cmを 90cmに、［⾼さ］192cmを 210cmにして、印刷業者に短辺 90cmのロール紙
で発注できるサイズにします。
⽤紙の枠が最前⾯に出るように［描画より前⾯に境界線を表⽰する］にチェックを⼊れます。

Inkscape［ドキュメントのプロパティ］修正後

l ⽤紙の枠の中⼼に家系図が位置するように、家系図を移動して調整します。



Inkscape 家系図の位置の調整

l ［ファイル］［名前を付けて保存］で PDFファイルとして保存します。

Inkscapeで SVGファイルを PDFとして保存

l Inkscape を終了するときに下の図のダイアログが出ますが、すでに PDF として保存しているの
で［保存せずに閉じる］で終わります。

Inkscape終了ダイアログ

5.4. 実際の印刷の確認

実際の印刷を A4・1枚で確認します。
実際に印刷しますので、パソコンにはプリンタが接続されている必要があります。

l Inkscapeで作成した家系図マインドマップの PDFを開きます。



Inkscapeで家系図マインドマップの PDFを開く

l 実際の印刷を確認するには A4で印刷するので、A4⽤紙の⼤きさをこの中に⽰すために［ファイ
ル］［ドキュメントのプロパティ］で、［ページサイズ］を「A4」とし、［描画より前⾯に境界線を
表⽰する］にチェックを⼊れ［ドキュメントのプロパティ］を閉じます。

Inkscapeの［ドキュメントのプロパティ］



l 下の図のように A4⽤紙の枠が表⽰されます。

Inkscapeで A4⽤紙の枠が表⽰される

l Inkscape で PDF を読み込むと多くの部品として読み込まれ、各部品ごとに移動ができてしまう
ので、下の図のように［Cntr］+［A］キーですべての部品を選択し、［オブジェクト］［グループ
化］でひとつのオブジェクトにします。

Inkscapeですべてのオブジェクトを選択して［グループ化］



l 家系図マインドマップを移動し、下の図のように印刷したい部分を A4 ⽤紙の枠の中におさめま
す。

l A4⽤紙の枠は、⽤紙の⼤きさそのままですが、実際に A4で印刷する部分は⽤紙の余⽩を考えて、
もう少し⼩さな部分になります。
そこで、画⾯左の縦にならんでいる正⽅形の［短形ツール］アイコンで、A4⽤紙の枠より⼩さい
部分を選択します。

Inkscapeの［短形ツール］アイコン

l 選択部分に⾊がついていたら、⾊を透明にします。Inkscape の⼀番下の⾊が並んでいるなかで、
⼀番左の×印が透明です。

Inkscapeの⾊指定で⼀番左の×印が透明

l 選択した部分は下の図のようになります。



Inkscapeで A4⽤紙枠より⼩さ⽬の部分を選択

l 画⾯左のアイコンを［短形ツール］から⼀番上の⽮印アイコンの［選択ツール］に変更します。

l 画⾯上に並んでいるアイコンのメニューのなかで、⼀番左の［全オブジェクトまたは全ノードを
選択］アイコンをクリックします。

Inkscapeの［全オブジェクトまたは全ノードを選択］アイコン

l ［オブジェクト］［クリップ］［設定］をクリックします。

Inkscape［オブジェクト］［クリップ］［設定］



l 家系図マインドマップの全体が消えて、選択した部分だけの画⾯になります。

Inkscapeで選択部分だけ［クリップ］される

l 保存する必要があれば［名前を付けて保存］で A4の PDFが作成されます。
保存する必要がなければ、このまま［ファイル］［印刷］で接続しているプリンタを指定し、印刷
します。

Inkscapeの［印刷］で実際のプリンタの A4⽤紙で印刷

l 下の図のように、選択した部分が A4 で印刷され、家系図マインドマップが実際に印刷される⽂
字の⼤きさを確認できます。



USBのUbuntuの Inkscapeからプリンタで A4印刷した家系図マインドマップの⼀部分

5.5. 家系図のファイルを［ドキュメント］から USBメモリに移動

作業が終わったら、家系図のファイルを、USBメモリに移動します。
この USBメモリは、「Linux USB」ではなく、家系図ファイル保存⽤に新たに⽤意したほうの USBメ
モリです。


